
品目 単価動向 産地 入荷･相場見通し

愛知・栃木・長崎
白：入荷量は増加傾向。精の一世中心に入荷量は増加傾向。
業務中心の動きで弱保合相場が見込まれる。

熊本・秋田・長崎
黄：入荷量は増加傾向。各産地、入荷が安定してくる見込み。上位等級から下位等級まで安定し
た入荷が見込まれる。仏花中心の動きで弱保合相場が見込まれる。

入荷量は横ばい。多い色目と少ない色目で偏った入荷が見込まれる。

仏花中心の動きで弱保合相場が見込まれる。

栃木・愛知 気候が冷涼になったことから数量も増えてくる見込み。

秋田・福島 11/6いいマムの日があるが、大きな動きがない予想となっている。

山形・栃木・群馬 入荷量は横ばいで暖地中心に安定した入荷が続く。大きな需要はないが安定した引き合いが

神奈川・静岡・愛知 あり強保合の相場で推移する見込み。

引き続き輸入・長野・北海道中心の入荷。

高冷地からの入荷は徐々に減少するも千葉、愛知より短い長さからの出荷が徐々に始まる。

栃木・静岡 産地の切り替わりも進み、暖地が大部分を占める入荷割合となっている。

熊本・長野 昨年と違い高冷地産での出荷もまだまだあり、多少重なっている部分もあり潤沢感がある。

新潟・埼玉・栃木・高知 オリエンタル：数量横ばい。数量落ち着いており堅調な販売が見込まれる。

新潟・栃木・埼玉 LA：数量横ばい。堅調な販売が見込まれる。

埼玉・高知・千葉 テッポウ：数量微減。葬儀需要中心。

入荷量は横ばい。

相場は保合の見込み。

入荷量横ばい。

相場は保合の見込み。

入荷量は横ばい。

相場は保合の見込み。

数量横ばい。

堅調な販売が見込まれる。

販売状況コメント（１０／１４～１０／１８）

入荷量は昨年より約1割減の入荷量に対して相場は菊類中心に保直しの兆しを見せているが、市場平均単価は安くない

ものの昨年の単価には及んでいない状況。ブライダルの数量は減っていないが使用量が減少している事で洋花の単価引き上げ

には至っていない。

（株）フラワーオークションジャパン

長野・北海道

スプレー菊 →

バラ →

カーネーション →

２０２４/１０/２８～２０２４/１１/１ 相場見通し

輪菊 →

小菊 → 秋田・茨城・岩手

トルコギキョウ →

長野・愛知・北海道

ユリ →

福島・熊本カスミ草 →

スターチス →

デルフィニウム →

アルストロメリア →

北海道・千葉

北海道・和歌山


